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作品研究）『ACTIVE』 

学苑祭における教員の作品展示 2024 

－Beauty style～ファッションテイストと美容〜－  

（『ACTIVE』Gakuen Festival Teacher Works Exhibition 2024 

-Beauty style 〜Fashion taste and beauty〜-） 

河邉 亨 1) 

抄 録 

2024 年 11 月 2 日に開催された本学の学苑祭＜山短祭 2024＞（テーマ「No Yamatan No Life」）の作品展示

ブースにて、美容を担当する教員 5 名が「Beauty style～ファッションテイストと美容〜」と題し、ファッショ

ンテイストと美容の融合とそれぞれの感性や個性をテーマに、「グランジ」「エスニック」「カントリー」「アクティ

ブ」「フラッフィー」の異なる 5 つのテイストを表現した作品を制作し、展示した。これにより、美容芸術にお

いて一人ひとりの個性を出すことで、固定観念に囚われることなく美容を楽しみながら多くの知識を吸収し、発

揮してほしいという願いと、学生が様々な形で挑戦をすることへの後押しになることを目指した。 
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I. はじめに 

2024 年 11 月に開催された＜山短祭 2024＞（テー

マ「No Yamatan No Life」）において、頭部ウィッグ

を用いた作品を制作し、展示した。美容を担当する教

員 5 名が「グランジ」「エスニック」「カントリー」「ア

クティブ」「フラッフィー」の 5 つのイメージテーマ

を設定し、制作することとした。美容芸術でイメージ

を表現するために、「ヘアカット」「ヘアカラー」「ヘ

アセット」「メイク」の美容の基礎技術を行うととも

に、作品展示にふさわしい「装飾」も施した。 

作成するにあたり、頭部ウィッグは実際に「美容デ

ザイン実習Ⅳ」授業内で配布するウィッグと同じもの

を使用している。また、授業での作品制作試験と同様

の規定とし、学生へ「美容の楽しさとそれぞれの個性

の素晴らしさ」を感じてもらうとともに、「美容芸術

の固定観念を払拭し、自由な発想を大切にしてほし

い」という願いを込めて制作を行った。 

II. 作品紹介 

テーマである『ACTIVE』からイメージして、作品

タイトルは『BLUE SAPPHIRE』とし、文字どおり、

青みを使用した輝かしいデザインにした。シルバーア

クセサリー、光り輝く宝石などたくさんの輝きのある

道具を使い、ラグジュアリー感を出した。 

「ヘアカット」は主にメンズスタイルで、アシンメ

トリーにし、さまざまな角度から見て、見え方が変わ

るものとした。カットウィッグは、ヘアカラーが映え

るように、脱色されているウィッグを使用した。 

「ヘアカラー」は、根本から中間までは薄いブルー

を入れ、毛先に向かうほど濃いブルーになるように、

色味が強く出るヘアマニキュアを使い、グラデーショ

ンにした 

「ヘアセット」は、アイロンを使用して、曲線のみ

のデザインにした。ワックスや、スプレーを使い、毛

束感を出しつつ、ボリュームは抑えめにセットした。 

クールな印象を演出したいと考え、あえて曲線のみ

とし、メイクや、カラーに力を入れた。 

「メイク」は、統一感を出すためブルーをベースに

凛々しい印象になるようにした。メイク道具はあえて、

スポンジのみを使い、柔らかい雰囲気を出し、アイメ

イクにもブルーを使用し、緩やかなグラデーションに

なるようにした。まつ毛の色もブルーを使用し、瞼は、

ジェルネイルとラメを施し、ラグジュアリー感を出せ

るデザインにした。目の周りには、ペンのキャップを

使い、丸いデザインをふんだんに活用し、ブルーだけ

でなく、ホワイト、明るいブルーを交互に使うことで、

より印象の幅が広がるようなデザインにした。 

「装飾」については、キラキラしたブルーの物を多

用し、作品名に沿ったデザインにした。シルバーアク

セサリーは、色と形のバランスを見ながらシンメト

リーになるよう、顔にかけて使用した。首にはリボン

やキラキラした紐を使用して、全体的にバランスよく

ブルーが映えるようにした。 

かっこいいがどこか柔らかさのあるデザインにす

るために、リボンや紐だけを使い、流れるように演出

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『BLUE SAPPHIRE』 

山野学苑山野美容芸術短期大学 

学苑祭 2024 年 11 月 2 日 

作品展示ブース 
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